
新
堀
製
作
所
（
新
堀
寛
社
長
、
埼

玉
県
日
高
市
）
は
、
独
自
の
生
産
技

術
を
用
い
た
エ
キ
ゾ
ー
ス
ト
パ
イ
プ

の
需
要
開
拓
を
図
る
。
プ
レ
ス
マ
シ

ン
を
用
い
た
パ
イ
プ
加
工
の
手
法
を

柱
に
、
優
れ
た
生
産
性
と
コ
ス
ト
の

安
さ
を
訴
求
し
て
い
く
。
自
動
車
メ

ー
カ
ー
や
一
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
向

け
て
試
作
品
の
開
発
な
ど
を
打
診

し
、
品
質
の
高
さ
を
実
証
す
る
こ
と

で
採
用
車
種
の
拡
大
を
目
指
す
。

排
気
系
統
の
パ
イ
プ
部
品
は
ベ
ン

ダ
ー
（
曲
げ
）
加
工
を
行
う
の
が
一

般
的
だ
が
、
ベ
ン
ダ
ー
機
を
用
い
る

と
施
工
の
際
に
部
品
を
固
定
す
る
た

め
の
端
材
が
生
じ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
同
社
で
は
2
年
前

に
プ
レ
ス
加
工
で
テ
ー
ル
パ
イ
プ
を

製
造
す
る
技
術
を
開
発
し
た
。
ク
ラ

ン
ク
プ
レ
ス
と
数
種
類
の
金
型
を
用

い
る
こ
と
で
、
曲
面
の
複
雑
な
形
状

な
ど
も
細
か
く
再
現
す
る
。
加
工
時

に
部
材
の
無
駄
が
ほ
ど
ん
ど
発
生
し

な
い
こ
と
か
ら
、
ベ
ン
ダ
ー
加
工
に

比
べ
て
生
産
コ
ス
ト
を
3
割
程
削
減

で
き
る
と
い
う
。
プ
レ
ス
の
工
程
ご

と
に
複
数
の
金
型
を
準
備
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
生
産
ラ
イ
ン
を
構
築

す
る
ま
で
に
一
定
の
設
備
負
担
は
要

す
る
が
、
量
産
体
制
を
整
え
れ
ば
大

幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
直
結
す
る
。

現
在
は
ホ
ン
ダ
「
Ｃ
Ｒ
―
Ｖ
」
向

け
に
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
テ
ー
ル
パ
イ

プ
を
供
給
し
て
お
り
、
月
間
の
生
産

量
は
約
1
5
0
0
個
。
既
存
ラ
イ
ン

で
も
増
産
に
対
す
る
余
力
は
十
分
だ

が
、
将
来
的
に
需
要
が
増
え
れ
ば
能

力
を
増
強
す
る
計
画
だ
。
昨
今
の
円

安
で
国
内
で
の
部
品
生
産
が
見
直
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
係
メ
ー
カ

ー
に
積
極
的
な
提
案
を
行
っ
て
い

く
。

エキゾーストパイプを
プレス加工 複雑な形状も再現

新新
堀堀
製製
作作
所所

プ
レ
ス
加
工
で
成
形
し
た

テ
ー
ル
パ
イ
プ

量
産
で
コ
ス
ト
３
割
減


